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Ⅰ．健康･スポーツ科学教育部会外部評価委員会の実施 

外部評価委員会は以下のようなスケジュール及び内容で行われた。 

１．日時と場所 

日 時： 平成２９年２月３日（金），１３時～１６時４０分 

会 場： 鶴甲第１キャンパス内，会議室Ｎ４０2 

 

２．スケジュール 

１３：００ 開会の辞（司会:高田） 

藤田 大学教育推進機構長  挨拶 

大野 国際教養教育院長  挨拶 

加藤 評価･FD 専門委員会委員長 挨拶 

１３：４０ 外部評価の先生のご紹介（前田） 

出席者の紹介 

１４：００ 教育部会による配付資料等の説明（前田） 

１４：４０ 質問・自由討論 

１５：００ 関連施設の視察見学（前田） 

１６：００ 外部評価の先生による講評 

１６：４０ 閉会の辞 

 

３．外部評価委員会出席者名簿（敬称略） 

外部評価委員 

・ 小林 勝法 文教大学国際学部教授 

・ 坂東 隆男 大阪大学全学教育推進機構 教授 

・ 柳田 泰義 京都学園大学健康医療学部 教授 

 

健康･スポーツ科学教育部会委員 

・ 部会長  前田 正登 大学院人間発達環境学研究科教授 

・ 幹事  本間 正信 大学院海事科学研究科准教授 

・ 幹事  高田 義弘 大学院人間発達環境学研究科准教授 

・ 幹事  長ヶ原 誠 大学院人間発達環境学研究科教授 

・ 技術補佐員 森本 由美 

 

陪席者 

・ 藤田 誠一 大学教育推進機構長 

・ 大野 隆  大学教育推進機構国際教養教育院長 

・ 加藤 雅之 大学教育推進機構国際教養教育院評価・ＦＤ専門委員会委員長 

・ 山口 泰雄    健康・スポーツ科学教育部会/大学院人間発達環境学研究科教授 

・ 近藤 徳彦    健康・スポーツ科学教育部会/大学院人間発達環境学研究科教授 



Ⅱ．外部評価委員会での主な質疑応答 

 小林：小林勝法 委員，坂東：坂東隆男 委員，柳田：柳田泰義 委員

 大野：大野隆 国際教養教育院長

 前田：前田正登 健康・スポーツ科学教育部会長

 冒頭

坂東： 外部評価はどこが主体でやっているのか？報告はどこに出て行くのか？ 

大野： 国際教養教育委員会が行っているもので、報告は全ての部会にも公開され、理事、学長ま

で報告される 

 前田説明中

柳田： クォーター制になった理由は？

大野： 東大が秋入学を検討したことがきっかけ。秋入学はすぐにできないが、それに対応するた

めにクォーター制にしてはどうか、が検討の始まりであった。その後、海外留学する、留学

生受け入れを推進するために、という目的で検討、実施した 

柳田： 関連して履修登録はいつするのか？ 

大野： 学期制も残っているので、1Q、2Q はまとめて行う 

坂東： 大阪大学は、取りやめというか，セメスター、クォーターの選択制になり、共通教育はセメス

ター制にして、専門科目の中ではクォーター制を取り入れているところもある

大野： 神戸大学は逆で，共通教育はクォーター制を採用した 

柳田： クォーター制を取り入れて、良かったことは、悪かったことは？

大野： 授業回数が 8 回ということで成績管理を厳格にしなくてならない、試験の回数が増えた（2Q

をやりながら 1Q の成績評価をしている）などのクレームがある、クォーター間がないことも原

因である 

柳田： ピアレビューは他分野の先生も来て、評価するのか？ 

前田： 多くの分野の先生が来られた 

柳田： 評価が大学時代に自分が受けた授業が基準ではないか。以前は、実技は他分野の先生

が評価できない、ということで実施できなかった。単なる楽しさ、面白さだけでなく、実習の

意義などをどうアピールしていくか、評価してもらえるかを考える必要があるのでは 

大野： それほど心配する必要はなく、ピアレビュー意見交換会で、他分野の先生も実習の意義な

どを評価されていた 

 前田説明終了後の自由討論

小林： 神戸スタンダード、DP、CP、部会の目標、の関係性がよく見えない。なんとなく一貫性があ

るように見えるが、言葉が違っているので統一した方がよい。実習の評価の観点が２つだ

が、実習態度が 75%と大きいので、もう少し考えた方がよい。３つの観点、５つの観点などで

評価を行っている大学がある。学校教育法に決められている評価の観点を使うのもよい。 

シラバスの点検はどうしているのか？

大野： 基本的に部会長に任せている。書き様は事務局でチェックしている 

小林： 到達目標が空欄になっているので、埋めた方がよい。授業テーマの中に入ってしまっ

ている



柳田： シラバスは入学当初の学生、保護者にもわかるように書くことが必要。評価項目の課題の達

成度 25％と実習態度 75％は本来逆のような気がするが、態度を 75％としている理由を説

明する必要がある。コミュニケーションという項目の指摘は前回もあり、これを養うにはこの健

スポ実習がよく、それを強調していってはどうか

振り返りアンケートの回収率はどれくらいか？

大野： 共通教育については、最初 1Q は高かったが、次第に下がってきている 

柳田： 生の声が聞こえるものであるので，回収率は重要なポイント。 

小林： 前回の外部評価の結果をうまく生かしている。FD 研修会も毎年行い、学生の学習状況、体

力テストの結果も分析して、よくやっている 

柳田： 講義と実技のバランス、関係性がよく分からないのではないか。講義 B の担当人数が非常

に多い。担当者の専門をうまく生かしたら、もう少しよい講義ができるのではないか。あと、

2Q と３Q に集中して開講されていて 1Q、４Q が空いている。おそらく負担減を考えた結果

と予想されるが、勿体無い気がする。 

講義の教科書、テキストがあるのか。以前と同じテキストであれば、新たに作成してはどう

か。実習で使っている「実習ノート」の内容を組み合わせたものを作成できればよい。この場

合のテキスト費用は学生負担になってしまうが、健スポ予算の 12％を占めている実習ノート

費の節約ができるし、講義と実習の関係性を明確にできるのではないか 

坂東： シラバスの到達目標が空欄になっていたことが気になったので、しっかりと書いた方がよ

い。健康・スポーツ科学だけではなかった 

大野： 教員側の到達目標の概念、書き方に対する理解不足、科目によっては目的が抽象的で書

きにくいところがあるのかもしれない。フォーマット上の問題もある 

小林： 到達目標は学生目線で書く必要がある。シラバス中に書かれている到達目標は教員目線

のものが多い 

大野： 教育と学習ということが、教員側で切り替えができていないのかもしれない 

坂東： 目標は評価と密接に関係してくることなので、具体的に書くことが必要である。例えば「コミ

ュケーションが取れるようになる」では評価が難しいので「〜について説明できるようになる」

「〜をグループで発表できるようになる」など具体的に書く必要がある。 

 大野先生退席

坂東： 講義 A と B の違いがよくわからなかった。 

前田： 講義のやり方に関しては A,B,C がパラレル開講になっている。A と B の違いは端的には担

当者の違いになる。講義はすべて複数教員によるオムニバスである 

小林： 受講人数は、うまくバラけるのか。学生の満足度が異なるのではないか 

前田： 人数は偏ってしまえば抽選になる。満足度に関しては今年から始まった授業形態なのでま

だ不明であるが、可能性はゼロではない 

柳田： 特に B は担当者が多く、授業が 1 回だけの人もいると思われるが、授業目的確認のディス

カッションはされているのか

前田： そこはされている、と聞いている 

柳田： その点でもテキストがあるとよい。シラバスは１つなのか 

前田： 講義それぞれが１つのシラバスになっている。講義は週 4 コマあるが、講義 B については

コマによって担当者が違うので内容が同じものにはなっていない。評価についても、同じB

でも開講曜限によっては違う可能性もある



柳田： 工学部の講義受講生が少なくなっている理由は？ 

前田： わからない。学部の方も把握していなかった 

柳田： JABEE の中での健康スポーツを考えてみては（アピールしては）どうか。コミュニケーション、

健康、安全を予測する、などの項目があったように思う 

前田： 昨年度、工学部の一部学科が健康スポーツの履修要件を外そう、という動きがあって、説

得して取りやめてもらった。履修については学部主導であり、授業内容より，単位数や時間

枠の制約などで履修要件を考えてくるので、そこに立ち入るのは難しい 

柳田： 昔の医学部もそうであった。直接会って話す必要がある 

前田： 先ほどの工学部も、直接会って説得することができた。逆に理学部の履修者数は維持でき

ている。教員免許の取得希望が理由かもしれない 

 施設見学での発言

小林： 体育館のエンドエリアが狭い。 

坂東： AED はどこにあるのか 

森本 体育館の中と外に一つずつ、グランド横の建物内に一つある 

 講評

小林： 8 年前から改善に取り組んでいるし、成果も見えている。 

実習は安全管理が重要で、怪我の可能性がある施設での実習は危険である。神戸大学の

施設は老朽化しているところもある。お金はかかるが、施設点検は外部に委託もできるの

で、行っていくことが必要である。 

評価、成績付けについて、75％学習態度でつける点は、観点をもう少し分ける必要がある

のではないか。学習態度というと、学生は先生の印象で決まると考えてしまうので、学生が

納得できるような観点が必要。 

財政面では外部資金の獲得なども考えて行ってはどうか。それ以外に、得点版などの消耗

品の幾つかは大学体育連合を通して購入すると安価になる、といった制度もあるので、利

用していったらよい。 

体力測定のデータ入力で TA を利用して入力しているのであれば、受講学生自身にスマホ

などから入力させたらよい。 

前田： それについては現在検討中で、可能であれば次年度から取り入れたい 

小林： TA の役割もインターンシップで賄う、という方法がある。インターシップ・プログラムを作る必

要があるが、有効な方法である。体育大学では一般体育の体験は難しいことから（一般体

育がない）、神戸大学ではできるのではないか。 

運動部 OB からの寄付が多いと聞いたが、これは大学側にしっかりとアピールしていく方が

よい。大学にとっても運動部を育てることは、将来寄付につながることになる。大学スポーツ

を活性化するために、健スポがどう貢献、関わっていけるかを考えていくことも必要である 

坂東： 授業の目標が、部会の目標などがしっかりと設定されているのでよいと思う。ただ、個々の

教員のシラバスを見ると、それが共通認識されていないような感触を受ける。教育目標、到

達目標をどこに置くか、それが評価に繋がっていくわけであるから、しっかりとシラバスに示

す必要がある。 

留学生が多くなってきていると思うので、英語のシラバスも必要であるし、準備が必要。 

成績評価の基準は示されているが、分布のチェックなどをしていく必要がある。同じ科目で

あって、担当者が異なる場合は必要な措置である。 



運動施設はたくさんあり、古いところもあるが、しっかりと整備はされていて良い。整備不良

による事故などは少ないのではないかと思われる。雨天時の外種目への対応もあり、良い。 

更衣室について、特に夏場の更衣室は暑いので、広さや換気装置の充実が必要になって

くる。 

普段の授業に関する相談窓口として、技術補佐員がいることは良い。配慮が必要な学生に

対する相談窓口はどこになるのか？ 

前田： 所属学部が窓口で、そこから部会長に連絡がくる 

坂東： 障害者支援法が変わったので、窓口を一元化して対応が統一できるようにしておく整備が

必要である 

柳田： 8 年前からいろいろ工夫されていてよくなっている。 

大学教員は研究、専門教育もあり、そのウエイトが大きいわけであるが、一般教育にも同じ

ように取り組む姿勢が必要であるし、そのようにされているようで良いと思う。 

安全性について，授業中の事故は、大学の大きな損失になる可能性があるので、危機感を

もって望む必要があるし、それを各教員に周知していく必要がある。例えば、安全点検を決

まった時期に決まったフォーマットで行い、評価、報告書を作成し提出してくことが必要。施

設課の仕事も絡んでくることかもしれないが、実施を訴えていくことが必要である。もし事故

が起こった場合でも、これをやっておくことで少しは支えになる。 

事故発生時のフローチャート、報告書は作成されているが、原因がどこにあったのか、物品

の問題なのか、施設の問題なのかをしっかりと検証していく必要がある。 

非常勤講師の依存率が 59.1%と大きいと感じる。適正値はわからないし、88 コマを専任だけ

で全てを担当するのは不可能と思われるので、大学執行部がその数字を示していくことが

スッキリするのではないか。健スポ部会からもこれだけは必要である、ということを難しいかも

しれないが、明示していくことも必要。

外部評価委員に企業の人を入れていくことも必要ではないか。

大学体育連合や大阪大学と、共通教育に関する情報交換をより一層行うことが必要。大学

体育連合近畿支部の中核を担い、近隣大学の共通教育に貢献できるようになってほしい。

教員は危機感を持ち続けることが必要である。何もないと、現状にあぐらをかいてしまいが

ちであるので、このような外部評価は刺激として重要であり、詳細な報告をお願いしたい。

前回の外部評価から 8 年間の間、努力されたことがよくわかった。

引き続き、がんばってほしい。



Ⅲ．外部評価委員会終了後の各委員からのコメント 

外部評価委員会を終えた後，3 名の委員から次に挙げる評価項目についてご指摘をいただ

いた。以下に，評価項目ごとに列挙する。

☆当該教育部会が提供する授業科⽬の共通⽬標について

 小林勝法 委員

 シラバスで確認したところ、授業の目標と科目区分ごとの教育目標は対応しているこ

とが確認できた。しかし、大学全体の問題ではあるが、３ポリシーや教育憲章、教育

目標などが異なる言葉で説明されており、これらの関係性が不明瞭となっている。関

係を図示するか、全体的な見直しが必要であると感じた。

 坂東隆男 委員

 健康・スポーツ科学の学修目標は、神戸大学の教育憲章、教養教育の目標に沿ったも

のとなっているが、授業の目的と到達目標については、各担当教員が受け持つ授業科

目において明確にされているとは言えない。これらは学習成果に対する客観的な評価

を行う上でも重要である。またシラバスにおいて学生に明示しておく必要がある。

 柳田泰義 委員

 大学の教育憲章にはじまり、授業の教育目標に至るまで明確な表現となっていると思

います。できましたらもう少し理解しやすい表現で仕上げていただければと考えます。

近年、ポリシーを含めて学生やその保護者に理解しやすい内容で明記する方向にあり

ます。つまりは広く社会に対して理解しやすいものとなるよう希望します。

☆当該教育部会の組織構成と運営体制について

 小林勝法 委員

 ３研究科 38 名の大きな組織であるが、実施委員会を設置し、運営規則を定め、運営

していることは高く評価できる。教養教育支援室技術補佐員とＴＡにより、円滑に運

営されている。コマ数での非常勤担当比率が 59.1%は特段高くはない。運営経費の使

途別内訳などで、現状把握に努めていることも評価できる。組織としての中長期計画

を策定するとより大きな発展につながると思われる。

 坂東隆男 委員

 運営規則が定められ、総会、各実施委員会が組織、開催され、運営体制が有効に機能

していると判断される。

 柳田泰義 委員

 外部評価の性格からして、次回からは企業でご活躍の方も着席いただいて、企業の目

からも評価いただければ、より実りのある評価をいただけると考えます。ご一考くだ

さい。

 今回の傍聴に二人の教員が参加されていました。会議などが重なり、出席が無理な日

程であったとのご報告でしたが、大多くの教員が在籍するキャンパスで開催するなど

の工夫を施して、多くの傍聴者であるように希望します。



☆当該教育部会の教育内容及び⽅法について

 小林勝法 委員

 シラバスで確認したところ、到達目標は教員の立場から記述されており、学生の立場

からの記述に修正する必要がある。また、シラバスのチェック体制があるとのことで

あるが、実効性を高める必要がある。

 授業形態の組み合わせとバランスは適切である。実習ノートなど学習指導法の工夫も

なされている。

 講義科目の場合、特にオムニバス方式の授業では予習復習を課すことが難しいと思わ

れるが、この点について、実地調査で確認できなかった。

 大きな精粗は見られなかったが、別の項目に記載され、その結果、空欄の項目があっ

た。

 教養教育支援室技術補佐員の役割と実際の有効性については、良く理解できた。ＴＡ

は体力測定の補助など適切に活用されている。

 基礎学力不足の学生への配慮等については、問題ないのではないと思われる。

 学業成績評価基準が大学で共通に定められていることは高く評価できる。そして、75%

以上の者が評価対象となっていることも高く評価できる。遅刻・早退・見学の適宜も

明確であり、ガイダンスで学生への周知している点も評価できる。

 評価の観点は２観点となっており、到達目標と整合しているか、見直す必要があると

思われる。

 評価の客観性と厳格性を担保するためには、ルーブリックが必要であると思われる。

実習態度の配点が大きいので、いくつかの項目に分けたルーブリックは必要である。 

 柳田泰義 委員

 講義と実技との一体化したものが、この授業の在り方と思われます。知識の修得と実

学の一体化、ですからこれこそこの授業が生きた授業であるわけで、単なる知識にと

どまらない、実のある授業です。ということでありますので、講義で使われるテキス

トと実技で使われる実習ノートを合体化させて、講義のテキスト内容は図を多く含め

た副読本的な、各担当教員あたり２～３頁程度の内容で仕上げる。実習も各担当者が

講義と実技の一体化をイメージした執筆で仕上げてはいかがでしょうか。この副読本

は学生の負担で購入させ、体力測定などのレポート提出物としても利用できるのでは。

実習ノートが経費の 12％でありますが、この部分の削減も可能となります。ご一考く

ださい。 

☆当該教育部会の教育活動による学習成果について

 小林勝法 委員

 学生による授業評価では、H17 年度と比べ、H27 年度の評価が向上している。向上し

ている項目からティーチングスキルや学生対応が向上しているように見受けられた。

教員の自己点検評価シートの活用も寄与していると思われる。



☆当該教育部会の教育活動に関わる施設・設備及び学⽣⽀援について

 小林勝法 委員

 グラウンドの人工芝化やテニスコートの改修など設備・施設の改善が図られているこ

とは高く評価できる。また、体育施設の近くに講義室があり、座学ができる環境にあ

ることも評価できる。しかし、体育館の雨漏りや照明灯の老朽化など安全に関わる箇

所もいくつか見られるので、これらについては早急な改善が必要である。

 また、予算額が大きくないので、経費節減のために、三和体育製販の割引サービスを

利用したり、体力測定のデータを学生にスマホで入力させたり、ＴＡに加えてインタ

ーンシップ制度を新設したり、工夫する余地はある。

 初回にガイダンスを行い、コースを選択させ、履修に関する説明をしていることは適

切である。

 学生に対しては、教員だけでなく教養教育支援室技術補佐員も指導・助言する体制が

整えられており、適切である。障がい学生への対応も手続きが決められており、適切

である。

 坂東隆男 委員

 充分な施設、設備を有し、整備の状態もきわめてよく良く、有効に活用されている。

一方で配慮を要する学生への支援については、対応窓口を一元化し合理的配慮を決定

するとともに、教員間で情報を共有するシステムを構築しておく必要性が感じられる。 

 柳田泰義 委員

 施設の見学をしました結果から、以下のとおりです。第 2体育館の安全性確保が問題

です。天井板の落下が心配です。床の劣化による滑り、強度などに危険性を感じます。

雨漏りが激しいとのお話でした。頻回な床材への水被害は床材の性能を著しく損ない

ます。重大な事態を想定して早急な改善を望みます。

 体育館、武道場の更衣室の広さに問題があります。受講学生数を考えてもとうてい収

容しきれない面積です。この事態を大学は長年放置している姿勢に疑問を感じます。

授業の更衣のためのスペースがない。更衣する場所がない。理不尽な話です。是非ご

検討いただきたい。

 テニスコートの照明塔に重大な問題があります。証明ランプの金属部分が地上から見

ても錆がひどく見え、腐食防止のペンキ塗り替えも施されていないように見えるので、

やがて落下する危険性がうかがえます。ご検討ください。

☆当該教育部会の教育の質の改善・向上について

 小林勝法 委員

 教員の自己点検評価シートで点検・評価すると共に、実施委員会で検討するなど教育

の質の改善・向上を図る体制が整備されている。

 ピアレビューを実施し、FD 研修会を開催するなどのほか、全国大学体育連合に加盟

し、情報を得たり、研修会へ参加するなどで、組織として教育の質向上や授業改善に

結びつけていると評価できる。



 坂東隆男 委員 

 学生へのアンケートや自己点検評価、FD 活動の実施などにより、改善・向上の取り組

みがなされていると判断される。 

 柳田泰義 委員 

 工学部の学生が体育離れが気になります。JABEE の中には危機管理の項目もあり、体

育の授業に際しての危険性の察知も関連すると考えられ、工学部学生の動きの激しい

スポーツ活動は、こういった危険察知のトレーニングにもなって有効と考えられます。

学部との連携で検討をお願いしたいです。 

 講義のBの領域担当者が圧倒的に多くあるので、せっかくの貴重なスタッフですので、

十分活用できるように、クォーター１～４に振り分けるなどのご検討をいただきたい。 

 

☆その他（前回の外部評価以降）について 

 小林勝法 委員 

 前回 8年前より改善されていることは評価できる。 

 柳田泰義 委員 

 前回 8年前の外部評価から、さまざまな改革を行われ、神戸大学学生に対する健康教

育を展開されてきた実績を拝聴して、高い評価を受けられるものと思います。しかし

ながら、上記に示します部分において改善を検討されることで、さらなる学生への満

足度を満たすものと考えますのでご検討ください。 

 

  



Ⅳ．教育部会としての課題とそれらの改善に向けて 

外部評価委員会にて委員から質疑があり応答した。また，外部評価委員会後に各委員かそ

れぞれコメントをいただいた。各委員からの指摘を受けそれら評価内容を整理し，健康・ス

ポーツ科学教育部会としての課題を列挙する。

☆教育部会が提供する授業科⽬の共通⽬標について

現在の学修目標については，前回 2008 年度の外部評価の際に「わかりにくい」との指

摘があり，以後検討を重ね，2014 年 3 月に教育部会で審議の上，現行の学修目標となっ

た経緯がある。それが再び指摘を受けたことになるが，今回，指摘された「わかりにくい」

とは，記述されている文言というよりは，神戸大学が掲げる教育憲章や３つのポリシー，

あるいは，各授業の目的や到達目標との関係性についてのことである。

健康・スポーツ科学は神戸大学における全学共通授業科目の１つであり，神戸大学が掲

げる「神戸スタンダード」を修得することと，健康・スポーツ科学の学修目標，及び，各

授業科目の目標が整合し密接に関連していることが求められる。さらに，それらの関係性

は学生だけでなく学生の保護者に対してもわかりやすく理解しやすいものである必要が

ある。

☆教育部会の組織構成と運営体制について

現行の運営体制については一定の評価が得られたが，より機能的な運営を目指すとと

もに中長期にわたる計画を策定して，比較的近い将来を展望しながら運営することも必

要であろう。

☆教育内容及び⽅法について

外部評価委員からシラバスについて細部にわたって多くの指摘を受けた。健康・スポー

ツ科学の授業科目は，健康・スポーツ科学実習基礎 1・2，健康・スポーツ科学実習 1・2

及び健康・スポーツ科学講義 A・B・C の 7 科目開設しているが，平成 28 年度はそれぞ

れ 55 コース，33 コースおよび 12 の時間枠が設定されており，Web にて計 188 のシラ

バスが掲載されている。健康・スポーツ科学実習基礎 1・2 については，シラバスを共通

化しており管理しやすいが，他の科目のチェックについては事務的な確認程度にならざ

るを得ない。シラバスについては，研修会等の場を設けて，その書き方等の具体的なこと

も含めて改善していくことが必要であろう。

実習授業における成績評価基準については一定の評価が得られたものの，成績評価の

観点，及びそれらの割合について見直すことが必要であるとの指摘を受けた。このことに

ついては，改善するよう「ルーブリック」の導入も含めて，早急に取り組むべき重要課題

である。



☆教育活動による学習成果について 

特に目立った指摘は無く，前回，8 年前の外部評価の時よりもティーチングスキルや学

生対応が向上しているとの評価が得られた。 

 

☆教育活動に関わる施設・設備及び学⽣⽀援について 

前回，8 年前の外部評価で指摘を受けた設備・施設について，改善が図られているとの

高評価を得たが，今回新たに，体育館の雨漏りやテニスコート照明灯，体育館床の老朽化

など安全に関わる指摘，また，体育館や武道場の更衣室の広さについてのアメニティに関

する指摘があった。「安全」に関わる箇所は早急に改善すべきものであり，「アメニティ」

に関わる指摘についても，鋭意，改善に向けて努力すべきものである。 

支援室技術補佐員の配置及び同補佐員による学生に対して指導・助言する体制が高く

評価されたが，配慮を要する学生への支援については，現行の対応手続きは適切であるも

のの，より適切な対応がとれるように，教員間で情報を共有するシステムを構築する等の

改善を図ることが望ましい。 

 

☆教育の質の改善・向上について 

当教育部会がこれまでに行ってきた教育の質を改善・向上させるための各種取り組み

については一定の評価を得たが，工学部学生の実習履修者数の減少傾向や講義における

内容の共通化，あるいは，講義担当者の効率的配置についてなど，健康・スポーツ科学と

して取り組むべき教育の質の改善・向上についての課題は残されている。 
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Ⅰ．神戸大学の教育 

教育憲章 
(平成 14 年 5 月 16 日制定) 

神戸大学は、国が設置した高等教育機関として、その固有の使命と社会的・歴史的・地

域的役割を認識し、国民から負託された責務を遂行するために、ここに神戸大学教育憲章

を定める。

(教育理念) 

1 神戸大学は、学問の発展、人類の幸福、地球環境の保全及び世界の平和に貢献するた

めに、学部及び大学院で国際的に卓越した教育を提供することを基本理念とする。

(教育原理) 

2 神戸大学は、学生が個人的及び社会的目標の実現に向けて、その潜在能力を最大限に

発揮できるよう、学生の自主性及び自律性を尊重し、個性と多様性を重視した教育を行

うことを基本原理とする。

(教育目的) 

3 神戸大学は、教育理念と教育原理に基づき、国際都市のもつ開放的な地域の特性を活

かしながら、次のような教育を行う。

(1) 人間性の教育: 高い倫理性を有し、知性、理性及び感性の調和した教養豊かな人間

の育成

(2) 創造性の教育: 伝統的な思考や方法を批判的に継承しつつ、自ら課題を設定し、創

造的に解決できる能力を身につけた人間の育成

(3) 国際性の教育:多様な価値観を尊重し、異文化に対する深い理解力を有し、コミュ

ニケーション能力に優れた人間の育成

(4) 専門性の教育:それぞれの職業や学問分野において指導的役割を担うことのできる、

深い学識と高度な専門技能を備えた人間の育成

(教育体制) 

4 神戸大学は、教育理念と教育原理に基づき、その教育目的を達成するために、全学的

な責任体制の下で学部及び大学院の教育を行う。

(教育評価) 

5 神戸大学は、教育理念と教育原理が実現され、教育目的が達成されているかどうかを

不断に点検・評価し、その改善に努める。
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Ⅱ．神戸大学の教養教育 

1. 大学教育推進機構の運営体制

教育方針に基づき神戸大学の大学教育を担っているのが大学教育推進機構であり、学

士課程全体の教養教育の企画運営を行うのが、健康・スポーツ科学教育部会を含む 21

の教育部会が置かれている国際教養教育院である。

 国際教養教育院の教育部門と教育部会
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2. 教養教育の目標

神戸大学は、「学理と実際の調和」という開学以来の教育方針の下、教育憲章に示さ

れた「人間性」「創造性」「国際性」「専門性」を高める教育を実施するとともに、各学

部がグローバル化に対応した様々な教育プログラムを開発してきた。このようなプログ

ラムに参加する学生だけではなく、全ての学生を、自ら地球的課題を発見しその解決に

リーダーシップを発揮できる人材へと育成することが学士課程の課題である。

そこで、全学部学生を対象とする教養教育において、神戸大学の学生が卒業時に身に

つけるべき共通の能力を「神戸スタンダード」として明示し、その修得を教育目標とす

る。

神戸スタンダード 

 複眼的に思考する能力

専門分野以外の学問分野について基本的なものの考え方を学ぶことを通して複眼

的なものの見方を身につける

 多様性と地球的課題を理解する能力

多様な文化、思想、価値観を受容するとともに、地球的課題を理解する能力を身

につける

 協働して実践する能力

専門性や価値観を異にする人々と協働して課題解決にあたるチームワーク力と、

困難を乗り越え目標を追求し続ける力を身につける

3. 教育改革と 2 学期クォーター制の導入

クォーター制とは、前期・後期の授業期間をそれぞれ半分に分け、各 8 週で授業を行

う制度である。神戸大学では教育改革の一環として、平成 28 年度から全学生（一部除

く）を対象にこの制度を導入した。これに伴い、健康・スポーツ科学として開設してい

る各科目も改変することになった。

○ 実習科目

〔平成 28 年度から〕

前期 後期

第1学期
（8週）

第2学期
（8週）

第3学期
（8週）

第4学期
（8週）

健康･スポーツ科学
実習基礎1

健康･スポーツ科学
実習基礎2

健康･スポーツ科学
実習1

健康･スポーツ科学
実習2
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〔平成 27 年度まで〕 

○ 講義科目

〔平成 28 年度から〕

※ 平成 29 年度から 2 枠に変更

〔平成 27 年度まで〕 

4. 健康・スポーツ科学の学修目標

健康・スポーツ科学は、身体と健康・運動に関する学問を学際的な視野のもとで総

合化した新しい総合人間科学である。健康・スポーツ科学では、講義と実習を通して、

身体運動と人体の機能・能力との関わりについての知識、安全で効果的かつ効率のよ

い身体運動について、及び生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための知識と実践

能力を修得することを目標とする。

〔健康・スポーツ科学実習の授業概要〕 

 健康･スポーツ科学実習基礎１ （0.5 単位） 

選択種目による身体運動を実践するとともに、体力測定（新体力テスト）を行い、

その結果に基づいて各自の体力レベルを評価していきます。また実習ノート等を活用

しながら、体力の維持増進に必要な知識、実践方法について学習する。

 健康･スポーツ科学実習基礎２ （0.5 単位）

実習基礎１で選択した種目による運動、スポーツ活動の実践を通して、実習ノート

前期
（16週:試験を含む）

後期
（16週:試験を含む）

健康･スポーツ科学実習Ⅰ 健康･スポーツ科学実習Ⅱ

前期:3枠
（16週:試験を含む）

後期:3枠
（16週:試験を含む）

健康･スポーツ科学講義 健康･スポーツ科学講義
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等も活用しながら、体力の維持増進に必要な知識、実践方法について学習する。

 健康･スポーツ科学実習１ （0.5 単位）

学生の自主的選好によりスポーツ種目等のコースを選ぶことができ、主にゲーム等

を通じて基礎技術から中･上級技術や戦術的理解やその実践能力の習得を促す。

 健康･スポーツ科学実習２ （0.5 単位）

実習１に引き続き、選択したスポーツ種目の実践能力を習得するとともに、スポー

ツ的活動のおもしろさや魅力、そして生活の一部としてスポーツ的活動の習慣化を促

進し生涯スポーツの構築を目指す。

〔健康・スポーツ科学講義の授業概要〕 

◎次の３科目から１科目を選択

(a) 健康･スポーツ科学講義Ａ （1 単位）

生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための知識や実践能力を学ぶ。

(b) 健康･スポーツ科学講義Ｂ （1 単位）

本講義は、健康で心豊かな生活を送るためにはどうすれば良いかということをテー

マとし、自分でできる健康管理に関する様々な講義を行います。

(c) 健康･スポーツ科学講義Ｃ （1 単位）

スポーツ活動や日常の身体運動について、スポーツ科学の中の生理学、心理学、お

よび社会学の各側面から講義する。

5. 各学部における健康・スポーツ科学科目の履修形態

※ 2017 年度から一部の学部で定員の変更を予定
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(1) 健康・スポーツ科学実習に関して

健康・スポーツ科学実習基礎 1 および２は、法学部、経営学部、医学部（医学科）

において選択として取り扱っている。これらの学部以外においては必修となっており、

授業は時間割の枠として学部指定となっている。他の学部配当の時限には原則的に受

講できないが、学生が所属する学部の諸事情等により指定の曜限に再履修できない場

合は、指定の曜限以外でも受講できるように柔軟に対応している。また、病欠などに

よってやむなく再履修になった場合にも、受講曜限や選択種目に関して配慮している。

時間割の各枠には 3～6 の種目別コースを設定しており、前期第 1 クォーターの初回

授業（ガイダンス）時に、学生は選好に応じて開設されているコースのいずれかに履

修登録する。各コースは 40 名程度を標準定員としているが、コースによっては授業内

容に即してコース定員を少なく設定している場合もある。

健康・スポーツ科学実習 1 および２は、文学部が必修であるほかは、全学部で選択

となっている。実習基礎 1 および２と同様に授業は時間割の枠として学部指定となっ

ている。前期実習基礎 1 および２と同様に、一つの曜限枠に 3～5 の種目別コース

を設定しており、後期第 3 クォーターの初回授業（ガイダンス）時に、学生は選好に

応じて開設されているコースのいずれかに履修登録する。

(2) 健康・スポーツ科学講義に関して

講義担当者には医師、公衆衛生を専門とする教員が含まれている。健康問題を主体

にした講義内容である。その他、学生の健康問題として、薬物依存や感染症の問題、

日常の安全をキーワードにした新しい健康問題についての内容となっている。平成 28

年度から 3 科目の中から選択することになったことを受け、スポーツ活動や日常の身

体運動についての内容も当該の科目で取り扱っている。

(3) 教養教育支援室技術補佐員の常駐

実習、講義ともに担当教員は各学部に所属しているため、学生が教員と連絡を取る

場合や提出物を担当教員に提出する場合など、学生と教員との橋渡し役となる技術補

佐員（事務補佐員）を常駐させている。技術補佐員は、実習中に学生が受傷したとき

に担当教員に代わって保健管理センターや近隣の病院へ付き添うこともあり、授業運

営には重要な役割を担っている。技術補佐員の任期は原則 3 年間であり、給与や保険、

賞与も本学規程通りに公費から支給している。技術補佐員の採用には当教育部会の教

員（部会長）が立ち会い人選して決定している。

(4) TA (Teaching Assistant) の活用

実習授業では、各種スポーツ種目の指導をはじめとする様々な場面で教員の補助的

役割を担っている。特に、健康・スポーツ科学実習基礎 1 および２の授業内で実施さ

れる体力測定では、教員とともに授業時間内に測定を実施することに貢献している。 
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Ⅲ．健康・スポーツ科学科目の運営

1. 実習および講義の履修状況（平成 27 年度）

◎健康・スポーツ科学実習Ⅰ（法学部・経営学部・医学部医学科以外必修）

◎健康・スポーツ科学実習Ⅱ（文学部以外選択）

学部 ⼊学者数
（2015）

受講者 合格者
総数 2015年度⽣ 履修率 過年度⽣ 総数 合格率 2015度⽣ 過年度⽣

⽂学部 124 127 124 100.0% 3 125 98.4% 122 3

国際⽂化学部 148 147 147 99.3% 0 147 100.0% 147 0

発達科学部 294 294 292 99.3% 2 291 99.0% 290 1

法学部 187 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

経済学部 274 277 273 99.6% 4 270 97.5% 267 3

経営学部 263 11 11 4.2% 0 11 100.0% 11 0

理学部 152 152 149 98.0% 3 146 96.1% 143 3

医学部（医） 112 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

医学部（保） 163 158 157 96.3% 1 156 98.7% 155 1

⼯学部 561 560 492 87.7% 8 555 99.1% 548 7

農学部 163 163 161 98.8% 2 163 100.0% 161 2

海事科学部 204 172 170 83.3% 2 161 93.6% 159 2

学部 ⼊学者数
（2015）

受講者 合格者
総数 2015年度⽣ 履修率 過年度⽣ 総数 合格率 2015年度⽣ 過年度⽣

⽂学部 124 126 121 97.6% 5 124 98.4% 119 5

国際⽂化学部 148 80 79 53.4% 1 80 100.0% 79 1

発達科学部 294 206 206 70.1% 0 205 99.5% 205 0

法学部 187 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

経済学部 274 114 112 40.9% 2 94 82.5% 92 2

経営学部 263 11 11 4.2% 0 10 90.9% 10 0

理学部 152 111 109 71.7% 2 109 98.2% 108 1

医学部（医） 112 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

医学部（保） 163 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

⼯学部 561 75 75 13.4% 0 64 85.3% 64 0

農学部 163 22 21 12.9% 1 20 90.9% 20 0

海事科学部 204 84 82 40.2% 2 73 86.9% 71 2
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◎健康・スポーツ科学講義（文学部以外選択）

2. 成績評価

〔健康・スポーツ科学実習における成績評価〕 

(1) 評価基準

◎ 神戸大学共通細則第４条の学業成績評価基準により評価する。

評語名

（和文） 

評語名

（英文） 
評点 評価基準

秀 S 90～100 学修の目標を達成し，特に優れた成績を収めている。

優 A 80～89 学修の目標を達成し，優れた成績を収めている。

良 B 70～79 学修の目標を達成し，良好な成績を収めている。

可 C 60～69 学修の目標を達成している。

不可 F 0～59 学修の目標を達成していない。

※「秀」は特に優れた成果を収めたとの評価であることから，履修者の概ね 10％
程度を上限とすることを目安とする。

(2) 評価の対象

◎ 本評価基準は健康・スポーツ科学実習基礎１･２，および健康・スポーツ科学実習１･

２のいずれにも適用される。

(a) 実習への出席状況が総授業回数の 75％以上の者を成績評価の対象とする。

学部 ⼊学者数
（2015）

受講者 合格者
総数 2015年度⽣ 履修率 過年度⽣ 総数 合格率 2015年度⽣ 過年度⽣

⽂学部 124 136 124 100.0% 12 130 95.6% 120 10

国際⽂化学部 148 3 3 2.0% 0 1 33.3% 1 0

発達科学部 294 75 73 24.8% 2 68 90.7% 66 2

法学部 187 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0

経済学部 274 38 34 12.4% 4 31 81.6% 27 4

経営学部 263 18 8 3.0% 10 14 77.8% 5 9

理学部 152 43 29 19.1% 14 41 95.3% 28 13

医学部 275 19 19 6.9% 0 18 94.7% 18 0

⼯学部 561 507 498 88.8% 9 393 77.5% 389 4

農学部 163 6 6 1.1% 0 1 16.7% 1 0

海事科学部 204 68 64 39.3% 4 52 76.5% 50 2
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① 遅刻・早退・見学は 1/2 出席として扱う。

・ 遅刻とは，授業開始後 30 分を経過するまでに授業に参加した場合をいう。

・ 早退とは，授業開始後 60 分を経過した後に退席した場合をいう。

・ 見学とは，身体的理由等により授業に直接参加できないが出席が可能な場合を

いう。

② 課外活動等による欠席は一切考慮しない。（公欠，忌引や感染症による欠席を除く）

(b) 実習への積極的な参加態度がみられない，あるいは，活発な身体活動を行わないよ

うな場合には，成績評価の対象としない。

(c) 疾病あるいは事故等の理由により，在学期間中に実習に参加できそうにない（総授

業回数の 50％以上の見学が見込まれる）場合は，診断書等を担当教員に提出するこ

ととし，担当教員がレポート等の課題を提示し，提出されたものを成績評価の対象

の一部（提出物だけが評価の対象ではない）とする。

なお，該当する学生がいた場合は，できるだけ専任教員が担当するコースを選択

させるものとし，当該学生の氏名や所属学部，提出された診断書等及びレポート

課題等の対応措置は，健康・スポーツ科学教育部会長に報告するものとする。

(d) 公欠，忌引や感染症による欠席の回数は，総授業回数に算入しない。なお，これに

よって成績評価の対象にならないときは健康・スポーツ科学教育部会長に相談する。 

(3) 評価の観点

◎ 成績評価の対象となった者について，下記の２つの観点から総合的に評価する。

なお，下記の２つの観点は共通とするが評価の割合や内容は参考であり担当者自身

で設定する。

(a) 実習課題の達成度（評価の割合：２５％）

 毎度の授業で 2 点満点，最終評価時にさらに 10 点満点。

 実習課題の達成度は，記録，レポート，試験等によって評価する。

(b) 実習態度（評価の割合：７５％）

 授業態度，積極性など評価の観点は各教員に委任する。授業にふさわしくない服

装（シューズなどを含めて）などの場合もこの観点に含める。

 毎度の授業で 5 点満点。遅刻や早退，見学については，1 回あたりの出席点数の

1/2 点。ただし，小数点以下は繰り上げるなど受講学生に有利に扱う。

〔健康・スポーツ科学講義における成績評価〕 

講義の評価については各担当教員において独自に評価し、単位認定している。各々の

基準については全学の講義の基準に即している。（神戸大学共通細則第４条の学業成績評

価基準より）
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3. 各授業科目における履修者数の推移と開講コース数

(1) 受講者数の推移（履修コースごと）

 健康・スポーツ科学実習Ⅰ（法学部・経営学部・医学部医学科・海事科学部以外必修）

 健康・スポーツ科学実習Ⅱ（文学部以外選択）
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 健康・スポーツ科学講義（文学部以外選択）

(2) 履修者数の推移（曜限枠別）

 健康・スポーツ科学実習Ⅰ（法学部・経営学部・医学部医学科・海事科学部以外必修）

ほとんどの学部が「必修」となっているため、履修者数の推移に大きな変動はない。

※ 「法・経営」（月曜 4 限）は「選択」の枠
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 健康・スポーツ科学実習Ⅱ（文学部以外選択）

ほとんどの学部が「選択」となっているため、履修者数は大きく変動する。特に、「工

（電・応・情）」と「経済」の変動は著しく、コース数の設定には苦慮している。

※ 「文」は必修

 健康・スポーツ科学講義（文学部以外選択）の履修率

前期（2016 年度は前期第 2 クォーター）木曜 3 限に開講されている工学部の枠で

履修率が極めて高く 70%を超えている。海事科学部（後期；2016 年度は後期第 3 ク

ォーター）も高履修率であるが、他の学部は概ね 30%を下回る履修率となっている。 

※ 2015 年まで「文」は必修、2016 年からは要件外
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4. 実習ノートの配付と体力測定

健康・スポーツ科学実習基礎 1 および２（旧：健康・スポーツ科学実習Ⅰ）では、

受講学生に「実習ノート」を配付し授業に役立てるとともに、授業の一環で体力測定

を実施している。2012 年度より前期の全コースで実施することとし、学年や学部の平

均値等の結果を公表して授業に活かしている。また、実習授業の中で、体力測定の結

果を踏まえた体力の維持・向上についての講義を行うようにしている。

体力測定に際しては、専任教員が主体となって実施計画を立てている。また、測定

にあたっては機器の準備設定に時間をとられるだけでなく、測定に 3 週分の時間を要

し、さらに、結果を入力しまとめる作業にも相当の時間を要しているのが実態である。

5. 授業中の事故発生時の対応

実習授業では授業中に事故が発生することが起こり得る。健康・スポーツ科学教育

部会では、授業中における事故発生（病院搬送例）に際しては、関係機関と適切な連

携をとって対応するように行動指針を定めている。

① 各実習場所において傷害事故などが発生した場合には，緊急を要する場合は救急

車を要請し，同時に共通教育グループ（803-7533）へ連絡して下さい。また，保

健管理センター（内線 5245）で処置可能のケースもありますがセンターの指示を

受けて下さい。

② AED（自動体外式除細動器 Automated External Defibrillator）が体育館ロビーと

グラウンド横の高井記念館に設置されています。

③ 担当教員は「事故報告書」を作成・記入して部会長あてに提出すること。

事故発生
[授業担当教員]

共通教育Ｇ
（内線7533）

国際教養教育院長
教育部会長

所属学部へ報告

保護者に連絡
〔所属学部に連絡・経由〕

学務部・保健管理ｾﾝﾀｰへ（内線5245）

[容態により，自動車での医師，看護師の派遣を要請する]

一刻を争う場合は

直接救急車を呼ぶ

[共通教育Ｇ職員が付き添う]
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Ⅳ．教員組織

1. 健康・スポーツ科学教育部会の構成員と担当授業コマ数（2016 年度）

 健康・スポーツ科学教育部会の教員構成（実習担当の専任教員）は、下表の通り

である。なお、コマ数は 1 回 90 分全 8 回で 2 クォーター分の授業を単独で担当し

た場合を 1 コマとした。 

 健康・スポーツ科学教育部会の教員構成（講義担当の専任教員）は下記の表の通

りである。なお、講義はすべてオムニバスでの担当であり、コマ数は 1 回 90 分全

8 回の授業コマ数を授業担当者数で除した値をもってコマ数とした。 

氏 名 所属部局 職位 性別 専門分野 担当授業科目 コマ数

岡田 修一

河辺 章子

近藤 徳彦

國土 将平

高見 和至

長ヶ原 誠

前田 正登

山口 泰雄

秋元 忍

木村 哲也

佐藤 幸治

關 典子

髙田 義弘

本間 正信

山下 和雄

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

人間発達環境学研究科

海事科学研究科

海事科学研究科

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

教 授

准教授

准教授

准教授

准教授

准教授

准教授

准教授

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男

男

男

身体運動科学

運動生理学

応用生理学

身体発育発達学

運動心理学

スポーツ社会学

スポーツ技術論

スポーツ社会学

体育・スポーツ史

運動生理学

運動生化学

舞踊学

スポーツ生理学

バイオメカニクス

野外教育

実習1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2，実習1･2

実習基礎1･2

実習基礎1･2，実習1･2

1

2

３

３

2

2

2

1

３

２

３

３

3

2

３

氏 名 所属部局 職位 性別 専門分野 担当授業科目 コマ数

加藤 佳子
川畑 徹朗
中村 晴信
古谷 真樹
村山 留美子

人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科

教 授
教 授
教 授

准教授
准教授

女
男
男
女
女

健康教育学
ヘルスプロモーション
公衆衛生学
健康心理学
環境保健学

健康･スポーツ科学講義A
健康･スポーツ科学講義A
健康･スポーツ科学講義A
健康･スポーツ科学講義A
健康･スポーツ科学講義A

4/5
4/5
4/5
4/5
4/5

秋末 敏宏
和泉 比佐子
木戸 良明
橋本 健志
堀 裕一
藤野 英己
宮脇 郁子
井澤 和大
大﨑 博之
亀岡 正典
駒井 浩一郎
長尾 徹
野田 和惠
三浦 靖史
石井 美由紀
小瀧 将裕
靭 千恵
白川 利朗

保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科
保健学研究科

科学技術イノベーション研究科

教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授

准教授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授
助 教
助 教
助 教
教 授

男
女
男
男
男
男
女
男
男
男
男
男
女
男
女
男
女
男

整形外科学
公衆衛生看護学
糖尿病学
精神医学
幹細胞生物学
リハビリテーション科学・運動学
慢性看護学
理学療法学
臨床検査学・病理学
ウイルス学
分子生物学・免疫学
作業療法学
作業療法学
整形外科学
公衆衛生看護学
ウイルス学・寄生虫学
薬理学・ウイルス学
遺伝子治療学・泌尿器科学

健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B
健康･スポーツ科学講義B

2/5
1/5
2/5
2/5
2/5
2/5
2/5
2/5
2/5
1/5
1/5
1/5
1/5
2/5
1/5
1/5
2/5
1/5

河辺 章子
長ヶ原 誠
高見 和至
本間 正信

人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科
人間発達環境学研究科

海事科学研究科

教 授
教 授
教 授

准教授

女
男
男
男

運動生理学
スポーツ社会学
運動心理学
バイオメカニクス

健康･スポーツ科学講義C
健康･スポーツ科学講義C
健康･スポーツ科学講義C
健康･スポーツ科学講義C

4/4
4/4
4/4
4/4
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2. 非常勤講師の授業担当

平成 28 年度の非常勤講師は、下表に示す通りすべて実習担当としている。全学の経

費削減にともない非常勤講師数の削減を目指しているが、学生が求める多様な学修内容

に対応するにはそれに見合った非常勤講師が必要である。

専任教員と非常勤講師との比率（コマ数）は、下表のとおり、非常勤講師による担当

が全体の 59.1%を占める結果となっている。 

3. 健康・スポーツ科学に関する運営規則

〇 健康・スポーツ科学教育部会運営規則

1) 目的

 神戸大学における全学共通授業科目である健康･スポーツ科学に関する教育を

円滑に実施するために、神戸大学大学教育推進機構規則第 29 条に基づき、健康･

スポーツ科学教育部会を設置する。

2) 教育部会の構成員

 健康･スポーツ科学教育部会は、健康･スポーツ科学講義、および健康･スポーツ

科学実習の各授業科目を担当する神戸大学の専任教員によって組織される。

3) 総会

 総会は、健康･スポーツ科学教育部会の全ての構成員によって構成される。総会

は、年１回開催される。総会は、教育部会長が招集し、議長を務める。

 教育部会長が必要と認めるときは、臨時総会を開催する。

4) 教育部会長

 健康･スポーツ科学教育部会の教育部会長は、教育部会の総会において教育部会
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の教授の中から選出される。

 教育部会長の任期は原則として２年とし、再選はできないものとする。

 教育部会長は、教育部会の運営に必要な実務の一部を行うために幹事を１名指

名することができる。

5) 実施委員会の設置

 講義に関する教育の実施および担当者関の調整を行うために、健康･スポーツ科

学講義を担当する教員からなる講義実施委員会を置く。

 実習に関する教育の実施および担当者関の調整を行うために、健康･スポーツ科

学実習を担当する教員からなる実習実施委員会を置く。

 各実施委員会は、授業担当計画、授業内容、時間割、ガイダンスおよび非常勤

講師の調整を行う。

6) 講義実施委員会

 講義実施委員会の委員長は、委員の中から互選によって選出される。

 委員長は、実施委員会の運営に必要な実務の一部を行うために、委員の中から

副委員長を１名指名することができる。

7) 実習実施委員会

 実習実施委員会の委員長は、委員の中から互選により選出される。

 委員長は、実施委員会の運営に必要な実務の一部を行うために、委員の中から

副委員長を１名指名することができる。

8) 附則

 この運営規則は、平成１６年４月１日から施行する。
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Ⅴ．健康・スポーツ科学科目の自己点検と評価 

1. 2008 年度の健康・スポーツ科学外部評価から

(1) 評価内容に関する検討（「健康・スポーツ科学」外部評価報告書 2009 年 3 月 より） 
① 意義と目標

神戸大学の健康･スポーツ科学の授業で実施している内容は評価されており、社会

に対する貢献も大きいと考えられる。目標に関しては学生にとって分かりやすいかと

いうとそうではなく、また、目標の中にコミュニケーション力を養う、導入教育とし

ての位置づけなどの検討が必要になる。

② 教育内容と組織

教育目標を達成するための教育内容･組織は適切であるが、女性教員の比率が極端

に低いので、今後の人事においては考慮する必要がある。一方で、教育内容に関して、

神戸大学の学生はこの授業を通してこれだけは身につけてほしい、というものを明確

にすることも重要であると思われる。

③ 施設

施設に関しては、大きく改善が必要なところで、どのようにすれば改善することが

できるのか具体的な検討が必要である。

④ その他

予算面での改善も必要で、標準的なレベルへどのように持っていくのか検討する必

要がある。また、上記①や②とも関連するが教育と研究が融合できるよう、この授業

で行える測定をもとに多くのデータをとり、それを研究や教育に生かせるようなシス

テムづくりが必要である。

(2) 健康・スポーツ科学教育部会の取り組み

 学修目標の設定

 2013 年度に，健康･スポーツ科学として，従来の「教育目標」を見直し「学修目

標」に変更

 シラバスの充実

 実習Ⅰのシラバス：全コース共通から一部を個別化（2013 年度から）

 授業の評価

 学生授業評価アンケートの実施：ベストティーチャー賞（2016 から区分変更）

 2014 年度からピアレビュー（授業参観）の対象を実習授業に変更

 授業の自己点検･評価

 学生による授業評価アンケートの集計結果，成績評価の調査結果，授業のふりか

えり等の資料に基づいて，自己点検･評価を実施

 授業施設･設備の充実
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 体育館の修繕，養心館(武道場)の改修（2014.12）

 テニスコート（2012.9），グラウンド（2015.4）の人工芝化

2. 授業の自己点検と評価

(1) 学生による授業評価（平成 27 年度に教育部会として行った調査結果から）

平成 17 年度に実施した授業評価と同じ項目を用いて、平成 27 年度の講義（6 科目）

および実習（90 科目）への受講生（3,704 名）を対象としたアンケート調査を実施し（回

収数：3,023、回収率：81.6％）、各項目における５段階評点の平均値を算出した。この

中で、「成績評価の方法・基準の明確性」と「教科書・資料の適切性」の評価点は減少

した一方で、「授業への熱意」、「学生に対する接し方」、「話し方」、「私語への注意」、「授

業への理解度」は上昇し、特に「授業への理解度」については、平成 17 年度には全項

目の中で最も低い評価点（3.5）であったが、平成 27 年度には 4.1 となり、全項目の中

で最も増加傾向を示した。また、「総合的に判断して：５段階評定（①全くためになら

なかった、②あまりためにならなかった、③どちらともいえない、④ややためになった、

⑤大変ためになった」による平均値推移では平成 17年度の 3.8から 4.3ポイントとなり、

受講学生からの健康・スポーツ科学講義・実習に対する総合評価は、平成 17 年度から

27 年度において全体的に上昇傾向であることが分かる。

(2) 学生による振り返りアンケート

2015 年度前期まで行っていた「授業評価アンケート」を改め、現在は「振り返りアン

ケート」として学生の授業に対する取り組み度合いを調査している。これらの結果は各

教員に還元され、各自の授業改善等に利用されている。
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(3) 教員の自己点検評価

健康・スポーツ科学科目を担当した教員は、3 月に自己点検評価シートを作成、部会

長に提出することになっている。全教員から提出されたシートは集約され、健康・スポ

ーツ科学教育部会の自己点検評価書に反映される。

No. 略称 質問文 回答１ 回答２ 回答３ 回答４ 回答５ 回答６ 回答７

1. 自己学修 この授業に関して、平均して毎週どれくらい
自己学習（予習、復習を含む）をしましたか。

１．
180分以上

２．
120分以上
－180分未
満

３．
60分以上－
120分未満

４．
30分以上－
60分未満

５．
0－30分未
満

2. 授業理解 この授業の内容はよく理解できましたか。 １．
そう思う

２.  
どちらかと
いえばそう
思う

３.  
どちらとも
いえない

４．

どちらかと
いえばそう
思わない

５．

そう思わな
い

3. 達成度 シラバスに書かれている到達目標をあなたは
どの程度達成できたと思いますか。

１．

十分に達成
できた

２.  
ある程度達
成できた

３.  
どちらとも
いえない

４．

あまり達成
できなかっ
た

５.  
達成できな
かった

６.  
目標が分か
らない

７. 
シラバスを
読んでいな
い

4. 授業改善 この授業で改善が必要と思われる事項があれ
ばチェックしてください（複数可）。

１．

担当教員の
授業への熱
意

２.  
担当教員の
学生に対す
る接し方

３.  
担当教員の
話し方

４.  
板書、教材、
ビデオ等

５.  
シラバス

６.  
授業の進み
方・計画性

７.  
特になし

5. 自由記述 この授業を振り返って自らの学修に関する感
想や、授業をより良くするための意見･要望を
書いてください。

【記述式：
500以内】

6. 総合判断 総合的に判断して、この授業を５段階で評価
してください。

１．
有益であった

２．

どちらかとい
えば有益で
あった

３．

どちらともい
えない

４．

どちらかとい
えば有益では
なかった

５．

有益ではな
かった

7. 推薦の
設問

あなたはこの授業の担当教員を全学共通
教育ベストティーチャー賞に推薦したい
と思いますか。（複数授業での推薦可）

はい いいえ

５-１-③ ５-２-① ５-２-② ５-２-③ ５-３-② ６-１-② ７-２-① ７-２-②

教育課程の編成
又は授業科目の
内容において，
学生の多様な
ニーズ，学術の
発展動向，社会
からの要請等に
配慮しているか。

教育の目的に照
らして，講義，
演習，実験，実
習等の授業形態
の組合せ･バラ
ンスが適切であ
り，それぞれの
教育内容に応じ
た適切な学習指
導法が採用され
ているか。

単位の実質化へ
の配慮がなされ
ているか。

適切なシラバス
が作成され，活
用されているか。

成績評価基準が
策定され，学生
に周知されてお
り，その基準に
従って，成績評
価，単位認定が
適切に実施され
ているか。

学習の達成度や
満足度に関する
学生からの意見
聴取の結果等か
ら判断して，学
習成果が上がっ
ているか。

授業科目のガイ
ダンスが適切に
実施されている
か。

学習支援に関する
学生のニーズが適
切に把握されてお
り，学習相談，助
言，支援が適切に
行われているか。
また，特別な支援
を行うことが必要
と考えられる学生
への学習支援を適
切に行うことので
きる状況にあり，
必要に応じて学習
支援が行われてい
るか。

年
度

学
期

教
員
名

科
目
名

曜
日

時
限

担
当
回
数

概要
（100～
250字）

自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料 自
己
評
価

根拠資料

27 前 ○
△
◇
□

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
１

月 3 15
回

授業では，
「健康科
学」と
「スポー
ツ科学」
の学習を
主眼にお
いて，授
業を行っ
た。担当
種目は□，
○を目標
として授
業を進め
た。

は
い

 シラバ
ス

 授業中
に用い
た用紙
（種目
概要な
どにつ
いての
資料お
よび試
合結果
の反省
用）

は
い

 シラバ
ス

 授業中
に用い
た用紙
（種目
概要な
どにつ
いての
資料お
よび試
合結果
の反省
用）

は
い

 シラバ
ス

 授業中
に用い
た用紙
（種目
概要な
どにつ
いての
資料お
よび試
合結果
の反省
用）

は
い

 シラバ
ス

は
い

 シラバ
ス

 テスト
の答
案･出
席簿･
成績評
価表

は
い

 学生授
業評価
（総合
判断の
平均が
4.3）

は
い

 ガイダ
ンスの
案内

 シラバ
ス

は
い

 授業中に
用いた用
紙（種目
概要など
について
の資料お
よび試合
結果の反
省用）
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3. FD 活動

(1) 健康・スポーツ科学におけるピアレビュー

共通教育では、授業方法やカリキュラム、学習指導等を点検するとともに、他授業を

参観することにより、各教員が担当する授業の改善を図ることを目的に、各教育部会輪

番でピアレビューを実施している。

従来、健康・スポーツ科学教育部会では、ピアレビューの対象の科目として「健康・

スポーツ科学講義」のみを充ててきたが、次に挙げる理由から 2014 年以降は実習科目

も対象にすることとした。

・ 学修目標は同じであるにもかかわらず内容（教材）は異なる場合がある

・ 教材（スポーツ種目）が同じでも担当教員によって授業方法が異なる場合がある

・ 実習Ⅱで取り入れる教材として新たなスポーツ種目の導入のチャレンジになる

これまでにピアレビューを行った実習は次のとおりである。

 2014 年度前期実習Ⅰ火曜 3 限テニスコース（担当：山口泰雄 教授）

 2015 年度後期実習Ⅱ木曜 3 限ニュースポーツ（担当：伊藤克広 非常勤講師）

(2) ベストティーチャー賞

共通教育の質的向上を図ることを目的として、優れた授業を実践し、教育方法及び内

容を学生から高く評価された教員を表彰する、ベストティーチャー賞が設けられている。

健康・スポーツ科学科目における平成 22 年度以降の受賞者は、下表のとおりである。 

(3) 健康・スポーツ科学教育部会の FD 研修会

毎年 3 月に、専任非常勤の区別なく実習担当者全教員を対象に、次年度のオリエ

年度 氏名 職名 科目

平成22年度
前期

後期

伊藤 克広

水澤 克子

非常勤講師

非常勤講師

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ

平成23年度
前期

後期

秋元 忍

水野 千津子

人間発達環境学研究科･准教授

非常勤講師

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ

平成24年度
前期

後期

伊藤 克広

高見 和至

非常勤講師

人間発達環境学研究科･准教授

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ

平成25年度
前期

後期

伊藤 克広

伊藤 克広

非常勤講師

非常勤講師

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ

平成26年度
前期

後期

山口 泰雄

伊藤 克広

人間発達環境学研究科･教授

非常勤講師

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ

平成27年度
前期

後期

本間 正信

山下 和雄

海事科学研究科･准教授

海事科学研究科･准教授

健康･スポーツ科学実習Ⅰ

健康･スポーツ科学実習Ⅱ
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ンテーションと FD 講演会を合わせた FD 研修会を実施している。 

 

(4) 部会所属教員の FD 活動 

各教員は自身のスケジュールの範囲内で、公益社団法人全国大学体育連合および

同近畿支部の各種研修会に参加し研鑽を積んでいる。また、学内、学部内において

も FD 研修会が開催され、他の科目内容についても研修して活用している。各 FD 研

修会開催時には積極的に出席するように案内している。 

 

  

実施年度 講演内容 講演者 実施日

2015年度 スポーツ実習授業において障害
を抱える学生を受け入れる環境
整備の取り組み

甲南大学教授

鵤木千加子 先生

H28.3.16

2014年度 大阪大学健康・スポーツ教育科
目におけるＦＤの実践例

大阪大学 教授

坂東隆男 先生

H27.3.16

2013年度 本学の健康・スポーツ科学実習
－実践レポート－

前期:月2･3／後期:月3･4担当

福本 直子 先生

前期:木1･2／後期:木3担当

伊藤 克広 先生

前期:月1, 木3･4担当

秋元 忍 先生

H26.3.26

2012年度 大学体育と体力測定 武蔵丘短期大学 教授

太田あや子 先生

H25.3.21
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Ⅵ．健康・スポーツ科学の運営管理 

1. 健康・スポーツ科学に関する運営経費 

(1) 非常勤講師時間枠および TA 時間枠の配分 

非常勤講師時間枠は前年度の 8 月ごろまでに申請し、その配分は 10 月ごろに国際

教養教育委員会にて審議され決定される。健康・スポーツ科学は 2015 年度には共通

教育全体（556.6 コマ）の 9%程度を占めていたが、予算の削減もあり平成 28 年度

は全体の 8%程度となっている。 

 

 

TA 時間枠については、前年度の 2 月ごろに申請し年度の初めに配分時間数が通知

される。平成 28 年度実績では、前期後期ともに 150 時間ずつの申請に対し配分され

た時間数は 138 時間となっている。平成 27 年度にも 134 時間の配分があり、その前

年度の配分時間数（64 時間）の 2 倍以上になったまま時間数が維持されているが、

実習授業を充実させるには十分な時間数であるとは言えない。 

 

(2) 授業実施経費とその使途 

平成 28 年度の予算額は 133.3 万円であった。前年度から 10%程度削減されたこと

になり、平成 25 年度以降 1.2%程度ずつ削減されてきていたが、本年度は大幅な削

減となった。本年度の予算額は平成 28 年度の前期履修学生ひとり当たりの金額に換

算すると 640 円程度になる。 

〔2016 年度：計 655.4 コマ〕 
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授業実施経費の主な使途は、スポーツ用具の購入あるいは体力測定機材の整備で

あり消耗品である。諸予算が大幅に削減されている中、授業コース数や受講学生数

に大きな変動はなく、年間の予算額は授業に要する消耗品で消化してしまうのが現

状である。高額備品などの必要が生じた場合は別途予算要求することもできるが、

実現は困難な状況である。 

  

 

〔2015 年度：1,481 千円〕 
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2. 施設・設備と運営管理 

施設・設備の管理については、そのための人員が確保できているわけではない。

用具等に不具合があれば技術補佐員に指示して補充や整備を依頼する体制である。 
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付表 1 平成 28 年度健康･スポーツ科学実習基礎 1・2 時間割 

平成 28 年度第 1・第 2 クォーター曜限別授業回数表 

付表 2 平成 28 年度健康･スポーツ科学実習 1・2 時間割 

平成 28 年度第 3・第 4 クォーター曜限別授業回数表 

 

参考 1 健康・スポーツ科学実習ノート 

参考 2 健康・スポーツ科学実習履修カード 

参考 3 全学共通授業科目の履修に関する規則 

 





























○神戸大学全学共通授業科目履修規則

(平成16年4月1日制定)
改正 平成17年3月17日 平成17年6月30日

平成17年12月20日 平成19年2月21日

平成20年3月18日 平成20年10月21日

平成21年11月24日 平成22年2月23日

平成23年3月22日 平成24年3月21日

平成25年3月27日 平成27年3月23日

平成28年3月22日

(趣旨)

第1条　この規則は，神戸大学教学規則(平成16年4月1日制定。以下「教学規則」と

いう。)第28条第1項の規定に基づき，全学に共通する授業科目(以下「全学共通

授業科目」という。)の履修方法，試験等に関し必要な事項を定めるものとす

る。

(全学共通授業科目の区分)

第2条　全学共通授業科目の区分は，次のとおりとする。

　基礎教養科目

　総合教養科目

　外国語科目

　情報科目

　健康・スポーツ科学

　共通専門基礎科目

　資格免許のための科目

　その他必要と認める科目

(全学共通授業科目及び単位数)

第3条　全学共通授業科目及び単位数は，別表のとおりとする。

2　前項に規定するもののほか，臨時に全学共通授業科目を開設することがある。

3　前項の授業科目及び単位数は，開設の都度定める。

(全学共通授業科目の年次配当)

第4条　全学共通授業科目の各年次の配当は，各学部規則の定めるところによる。

(履修要件)

第5条　全学共通授業科目の履修要件は，各学部規則の定めるところによる。

(履修手続)

第6条　学生は，毎学期指定の期日までに，履修しようとする全学共通授業科目を

所属学部長に届け出なければならない。

(試験)

第7条　試験は，授業が終了した学期末又はクォーター末に行う。ただし，必要が

ある場合は，学期末及びクォーター末以外の時期に行うことがある。

2　前項の規定にかかわらず，平常の成績をもって試験に代えることがある。

3　不合格となった全学共通授業科目については，再試験を行わない。ただし，別

に定める条件を満たす場合は，この限りでない。

4　試験に欠席した者に対しては，追試験を行わない。ただし，神戸大学大学教育

推進機構国際教養教育院において特別の理由があると認めた場合は，この限りで

ない。

(成績評価基準)

第8条　教学規則第30条に規定する成績評価基準については，別に定める。

(雑則)



第9条　この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な事項は，神戸

大学大学教育推進機構国際教養教育院長が定める。

附　則

1　この規則は，平成16年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及

び平成16年4月1日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学

する者については，神戸大学学則等を廃止する規則(平成16年4月1日制定)第2条

の規定による廃止前の神戸大学全学共通授業科目履修規則の規定の例による。

附　則(平成17年3月17日)

1　この規則は，平成17年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成17年4月1

日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者について

は，なお従前の例による。

附　則(平成17年6月30日)

この規則は，平成18年4月1日から施行する。

附　則(平成17年12月20日)

1　この規則は，平成18年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成18年4月1

日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者について

は，改正後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成19年2月21日)

1　この規則は，平成19年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成19年4月1

日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者について

は，改正後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成20年3月18日)

1　この規則は，平成20年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成20年4月1

日以後において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，改正

後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成20年10月21日)

1　この規則は，平成21年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下｢在学者｣という｡)及び平成21年4月1日以

後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，

なお従前の例による。

附　則(平成21年11月24日)

1　この規則は，平成22年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成22年4月

1日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，なお従前の例による。

附　則(平成22年2月23日)



1　この規則は，平成22年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成22年4月

1日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，なお従前の例による。

附　則(平成23年3月22日)

1　この規則は，平成23年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成23年4月

1日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，なお従前の例による。

附　則(平成24年3月21日)

1　この規則は，平成24年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成24年4月

1日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者につい

ては，なお従前の例による。

附　則(平成25年3月27日)

1　この規則は，平成25年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成25年4月1

日以後において在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者について

は，なお従前の例による。

附　則(平成27年3月23日)

1　この規則は，平成27年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者(以下「在学者」という。)及び平成27年4月1

日以後において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，改正

後の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附　則(平成28年3月22日)

1　この規則は，平成28年4月1日から施行する。

2　この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成28年4月

1日以後において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，改

正後の第2条及び別表（基礎教養科目及び総合教養科目に係る部分を除く。）の

規定にかかわらず，なお従前の例による。

別表(第3条関係)
別表

[別紙参照]



2016 年 3 月 17 日 現在 

平成 28 年度 健康･スポーツ科学実習基礎 1・2 時間割 四角囲みは世話役

月 火 水 木 

Ⅰ 

限 

理･経済 210 名 医保 160 名 

6 名(35.0) 4 名（40.0） 

秋元 忍 

木村 哲也 

関 典子 

G･U656 

G･U657 

G･U658 

高見 和至 

近藤 徳彦 

G･U690 

G･U691 

塚本 順子 

小寺 隆志 

村田 和隆 

G･U659 

G･U660 

G･U661 

木下 嘉夫 

伊藤 克広 

G･U692 

G･U693 

Ⅱ 

限 

工（応/情） 200 名 文 115 名 発（人環を除く） 180 名 

5 名（40.0） 4 名(28.8) 5 名（36.0） 

秋元 忍 

関 典子 

G･U662 

G･U663 

前田 正登 

國土 将平 

G･U678 

G･U679 

高見 和至 

近藤 徳彦 

G･U694 

G･U695 

塚本 順子 

武村 政徳 

小寺 隆志 

G･U664 

G･U665 

G･U666 

村田 和隆 

近藤 亮介 

G･U680 

G･U710 

徳田 泰伸 

木下 嘉夫 

伊藤 克広 

G･U696 

G･U697 

G･U698 

Ⅲ 
限 

工（電/機） 190 名 海事･医医 205 名 国文 140 名 農 150 名 

5 名（38.0）  5 名（41.0） 4 名（35.0） 4 名 （37.5） 

河辺 章子 

高田 義弘 

G･U667 

G･U668 

高田 義弘 

関 典子 

佐藤 幸治 

G･U673 

G･U674 

G･U675 

長ヶ原 誠 G･U681 本間 正信 

山下 和雄 

G･U699 

G･U700 

武村 政徳 

長野 崇 

村田 和隆 

G･U669 

G･U670 

G･U671 

村田 和隆 

元安 陽一 

G･U676 

G･U677 

山下 陽一郎 

益冨 真子 

持田 和明 

G･U682 

G･U683 

G･U684 

水澤 克子 

満石 寿 

G･U701 

G･U702 

Ⅳ 

限 

法・経営 440 名 経済 200 名 発（人環）工（建/市）250 名 

1 名（    ） 5 名（40.0） 7 名（36.0） 

河辺 章子 G･U672 長ヶ原 誠 G･U685 山下 和雄 

本間 正信 

國土 将平 

秋元 忍 

G･U704 

G･U703 

G･U705 

G･U706 

山下 陽一郎

益冨 真子 

近藤 亮介 

持田 和明 

G･U686 

G･U687 

G･U688 

G･U689 

水澤 克子 

満石 寿 

菅藤 俊樹 

G･U707 

G･U708 

G･U709 

※ 授業コード：実習基礎 1→Ｇ○○○  実習基礎 2→Ｕ○○○ （○の数字 3 桁は同じ）

〔付表 1〕



平成 28 年度 第 1・第 2 クオーター曜限別授業回数表 

※日にちの横は各曜日の授業回数①～⑧

前期 月 火 水 木 

４月 

7 ① 
●4/7(木)～→第1Ｑ授業開始

●4/7(木)20(水)→第1･2Ｑ履修登録期間

11 ① 12 ① 13 ① 14 ② 

18 ② 19 ② 20 ② 21 ③ 
●4/21(木)～27(水)→第1Ｑ履修取消

25 ③ 26 ③ 27 ③ 28 ④ 

５月 

2 ④ 
3 

祝日 

4 
祝日 

5 
祝日 

●5/2(月)～(授業4～6回目)→体力テスト予定

9 ⑤ 10 ④ 11 ④ 12 ⑤ 

16 ⑥ 17 ⑤ 18 ⑤ 19 ⑥ 

23 ⑦ 24 ⑥ 25 ⑥ 26 ⑦ 

30 
予
備 

31 ⑦ 
●5/30(月)→第1Ｑ予備日（8回目ではありませ

ん!!ご注意ください）

６月 

1 ⑦ 2 ⑧ 
●6/2(木)～8(水)→第1Ｑ授業･定期試験期間

6 ⑧ 7 ⑧ 8 ⑧ 9 
予
備 

●6/9(木)→第1Ｑ定期試験の予備日

13 ① 14 ① 15 ① 16 ①
●6/10(金)～→第2Ｑ授業開始

20 ② 21 ② 22 ② 23 ②
●6/24(金)～30(木)→第2Ｑ履修取消期間

27 ③ 28 ③ 29 ③ 30 ③

７月 

4 ④ 5 ④ 6 ④ 7 ④ 

11 ⑤ 12 ⑤ 13 ⑤ 14 ⑤

18 
祝日 

１9 ⑥ 20 ⑥ 21 ⑥

25 ⑥ 26 ⑦ 27 ⑦ 28 ⑦

29
（金） 

予
備 

●7/29(金)→第2Ｑ予備日（8回目ではありませ

ん!!ご注意ください）

８月 
1 ⑦ 2 ⑧ 3 ⑧ 4 ⑧ 

●8/2(火)～8(月)→第2Ｑ授業･定期試験期間

8 ⑧ 9
予
備 

●8/9(火)→第2Ｑ定期試験の予備日

計 16 16 16 16 



2016 年 3 月 17 日 現在 

平成 28 年度 健康･スポーツ科学実習 1・2 時間割 四角囲みは世話役

月 火 水 木

Ⅱ 

限 

工（電／応／情） 文 

3 名 4 名 

木村 哲也 

（サッカー）

G・U652 佐藤 幸治 

（サッカー） 

G・Ｕ677 

塚本 順子 

（バドミントン） 

武村 政徳 

（ニュースポーツ）

G・Ｕ653 

G・Ｕ654 

徳田 泰伸 

（剣道） 

木下 嘉夫 

（テニス）

水澤 克子 

（フィットネス）

G・Ｕ678 

G・Ｕ679 

G・Ｕ680 

Ⅲ 

限 

工（建／市／機） 経済・経営 法・国文 農・海事 

4 名 4 名 4 名 5 名 

高田 義弘 

（野球） 

G・Ｕ655 山口 泰雄 

（テニス）

近藤 徳彦 

（ゴルフ） 

G・Ｕ663 

G・Ｕ664 

岡田 修一 

（バスケ/柔道） 

G・Ｕ667 山下 和雄 

（バドミントン） 

佐藤 幸治 

（サッカー） 

G・Ｕ681 

G・Ｕ682 

塚本 順子 

（バドミントン） 

武村 政徳 

（ニュースポーツ）

満石 寿 

（バレーボール） 

G・Ｕ656 

G・Ｕ657 

G・Ｕ658 

長野 崇 

（サッカー）

村田 和隆 

（ボディワーク） 

G・Ｕ665 

G・Ｕ666 

板谷 昭彦 

（ソフトボール）

山下 陽一郎 

（ニュースポーツ）

益冨 真子 

（エアロビクス）

G・Ｕ668 

G・Ｕ669 

G・Ｕ670 

木下 嘉夫 

（テニス）

水澤 克子 

（フィットネス） 

伊藤 克広 

（ニュースポーツ） 

G・Ｕ683 

G・Ｕ684 

G・Ｕ685 

Ⅳ  

限 
理・医医 発達 

3 名 6 名 

前田 正登 

（バドミントン） 

G・Ｕ659 國土 将平 

（テニス）

木村哲也 

（フットサル） 

G・Ｕ671 

G・Ｕ672 

村田 和隆 

（ボディワーク） 

満石 寿 

（バレーボール） 

G・Ｕ660 

G・Ｕ661 

板谷 昭彦 

（ソフトボール）

山下 陽一郎 

（ニュースポーツ）

益冨 真子 

（エアロビクス） 

村田 和隆 

（ボディワーク） 

G・Ｕ673 

G・Ｕ674 

G・Ｕ675 

G・Ｕ676 

※ 種目は暫定案。 

※ 授業コード：実習 1→Ｇ○○○  実習 2→Ｕ○○○ （○の数字 3 桁は同じ）

〔付表 2〕



平成 28 年度 第 3・第 4 クオーター曜限別授業回数表 

※日にちの横は各曜日の授業回数①～⑧

後期 月 火 水 木 

10 月 

3 ① 4 ① 5 ① 6 ① 
●10/3(月)～→第3Ｑ授業開始

●10/3(月)～17(月)→第3･4Ｑ履修登録

10 
祝日 

11 ② 12 ② 13 ② 

17 ② 18 ③ 19 ③ 20 ③ 
●10/18(火)～24(月)→第3Ｑ履修取消期間

24 ③ 25 ④ 26 ④ 27 ④ 

31 ④

11 月 

1 ⑤ 2 ⑤ 
3 

祝日 

7 ⑤ 8 ⑥ 9 ⑥ １0 ⑤ 

14 ⑥ 15 ⑦ １6 ⑦ 17 ⑥ 

21 ⑦ 22
予
備 

23 
祝日 

24 ⑦ 
●11/22(火)→第3Ｑ予備日（8回目ではありま

せん!!ご注意ください）

28 ⑧ 29 ⑧ 30 ⑧ 
●11/25(金)～12/1(木)

→第3Ｑ授業･定期試験期間

12 月 

12/2

（金） 
予
備 

1 ⑧ 
●12/2(金)→第3Ｑ試験の予備日

5 ① 6 ① 7 ① 8 ① 
●12/5(月)～→第4Ｑ授業開始

12 ② 13 ② 14 ② 15 ② 

19 ③ ２0 ③ 21 ③ 22 ③ 
●12/19(月)～26(月)→第4Ｑ履修取消期間

26 
月曜日の振替 

④ 

１月 

10 ④ 11 ④ 12 ④ 

16 ⑤ 17 ⑤ 18 ⑤ 19 ⑤ 

23 ⑥ 24 ⑥ 25 ⑥ 26 ⑥ 

30 ⑦ 31 ⑦

2 月 

1 ⑦ 2 ⑦ 
●2/3(金)～9(木)

→第4Ｑ授業･定期試験期間

6 ⑧ 7 ⑧ 8 ⑧ 9 ⑧ 

2/10

（金）

予
備 

●2/10(金)→第4Ｑ定期試験の予備日

計 16 16 16 16 
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